
１　学校の教育目標

(１）　森林林業の即戦力となる人材の養成 課題に対して、自ら考えて、安全かつ効率的に現場作業が実施できる。

(２）　森林林業の次代のリーダーとなる人材の養成 幅広い視野を持って将来を見通すとともに、状況の変化や課題に対し柔軟かつ計画的に判断と行動ができる。

(３）　多自然地域に居住し、地域貢献する人材の養成 地域社会の一員としての自覚を持ち、地域振興や課題の解決に貢献できる。

２　本年度に定めた重点目標

イ
林業就業
に向けた
支援

・２年生の森林林業関係への進路確保
　２０人

・１年生の森林林業の進路に向けた意識
醸成
　２０人

未達成
１７人（1人が進路変更）

・H31～基礎セミナーを新設し、進路の手引や個別面談で指導
・10月に６日間林業と木材関係等の11社で就業体験
・進路希望は林業９､公務員６（２名は留年予定）

・オープンキャンパス等の企画・募集・実
施
　２回

重点
目標

・教材研究等学生の学習意欲の向上
　２件

達成
２件

兵庫県立森林大学校　令和４年度学校評価

人材の養成 （到達目標）

区分
本年度に定
めた重点目
標

評価項目 課題や今後の改善方策等

ウ
学校運営
の円滑化

・卒業見込１１人中１０名が森林林業関係に内定。
・組合５､事業体２、木材１、県１､整備センター1､その他１
・県外出身者３人の内、２人は県内、1人は県外へ就職。宍粟市出身2人は組合、
県へ就職。
・県内外48社100人の求人があった

・１回目はﾁｪ-ﾝｿｰ、ﾄﾞﾛｰﾝの授業体験や相談会を、２回目は林業機械体験を企
画、３回目は入学説明会として実施。
・ｺﾛﾅ第７波の影響はあったが、昨年度と比べ参加者は76名から77名と横ばいに、
受験対象者は４３名と昨年比１３９％に増加。

・２８人の出願に対して県内出身者１３人、県外７人の合計２０人が合格。達成

達成
３回

未達成
１０人

ア
意欲ある
学生の確
保

エ
教育活動
の充実

・林業の事故事例を踏まえ、さらなる安全意識の徹底と安全教育の充実のため
チェーンソーの実習で各班に安全担当を配置し各班2名体制の実習指導や伐倒
練習機による安全教育等を実施

有識者会議等での意見

・森林環境教育や公開講座など大学校の
資源を活用した地域貢献等の機能強化

達成
９件

・小学校の森の探検隊等授業　２件
・隣接県を含む高校等の視察体験授業　２件
・市の協力を得て木育新聞の発行や生涯学習の報告書で学校紹介・卒業研究発
表を実施

・地域住民との連携や交流、地域貢献の
実施
　１０回

達成
２９回

・地元高校との合同体育大会、地域の祭、県市町のイベントなどに参加
・国見の森公園などのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動に参加し、連携・交流、地域貢献を実施

・学校の理念・目的・育成人材像の達成 概ね達成 ・H29～大学校の設置及び管理に関する条例で、理念・目的を定めた。
・H29～学校の教育目標として、ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏﾎﾟﾘｼｨ（人材養成方針）において育成人材
像を定めた。
・コロナ禍の中で川上川下の垂直連携、他林大や他府県との水平連携、同窓会な
ど世代を超えた時間軸の連携などは不十分

実績等

・次年度以降も定員が確保できるよう、高校訪問やパンフ
レット・ポスターの工夫、HP・SNSの充実に努める。
・県公式ツィッターで入試の情報発信

・引き続き参加者を受験に結びつけるよう内容を検討
（例：近隣で就職し活躍している卒業生の体験談など）
・Google Ｍapによる情報発信
・学生作業服の見直し

・早めの対策指導の充実が必要
・基礎セミナー等を活用し1年生からハローワーク訪問等
実施
・都市部での森林林業関係の求人掘起しが必要

・専攻科７期生の確保
　２０人

・新型コロナウイルス感染症対策の徹底 未達成
５人（感染者）

・コロナ感染症対策方針の策定
・三密防止、消毒、検温、マスク着用、飛沫防止板、換気等の対策、遠隔と対面併
用の講義、カリキュラムの組替等を実施
・学生全員に宍粟市から提供を受けた手指消毒用アルコールジェル・ハンドソープ
を配付

・伐木等安全教育の充実
　２件

・就業先の定着率については学生側だ
けに問題があるのではなく、受け入れる
企業側にも問題があるのではないかと考
える。合同企業説明会等の機会に、受け
入れる企業側が何に気をつけなければ
いけないのか、説明の時間を設けて理解
や自覚を促すことも必要ではないか。

・引き続き、火災風水害等の防災マニュアルや避難訓練
等の実施が必要

・体調不良による進路変更については、早めの三者面談
を行うなど、きめ細かい対応が必要。

・成績不振に伴う対策が必要
・学習意欲の向上、個別補講等の充実を検討

・コロナの状況を踏まえながら、可能な限りコロナ前の活
動を取り戻すよう関係機関との連携を図る。

・新しい変化への対応等のため、余裕を持った対応がで
きるよう、引き続き、教職員の働き方改革を推進

・コロナの状況を踏まえながら川上川中川下の垂直連
携、他林大や他府県との水平連携、同窓会など世代を
超えた時間軸の連携など、多様なつながりを広げること
で、さらなる人材育成を図る。

・文部科学省・教育委員会等の動向を見ながら順次緩和

・単位未取得による留年・中退対策として、アクティブラー
ニング手法や教え方スキルの向上、理解不足の学生へ
の補講など学生の学習意欲向上に向けた取組が必要

・メンタルヘルス対応のため、委嘱したｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰによる教員研修１回や学生
の相談指導3回実施

・ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞによる課題研究や学生の主体的な企画による球技大会やオープ
ンキャンパス等を実施し、学生の主体性を高めるとともに意欲向上を図った

・災害時等の安全対策の充実
　２件

達成
２件

・学校安全マニュアルの策定
・要配慮者利用施設避難確保計画の策定

・新しい変化への対応等のため、余裕を
持った対応ができるよう教職員の働き方
改革を推進

達成
超勤の対前年度比６１．７%
減

・人員増やテレワーク、多様な勤務時間等の設定を推進
・超過勤務時間の縮減や計画的年休取得を促進

・新型コロナウイルス等に伴う学生支援
　３件

達成
４件

達成
２件

達成状況

・引き続き、伐倒練習機等を活用し、安全教育の徹底を
図る。



区分
本年度に定
めた重点目
標

評価項目 課題や今後の改善方策等 有識者会議等での意見実績等達成状況

・専攻科カリキュラムや自主研修の充実
　５コース

未達成
２コース

・H31基礎セミナー、キャリアデザイン等のカリキュラムを新設しキャリア教育の充実
や学生要望等を踏まえた自主研修実施
・新たな実務経験者の招聘等による実務教育の充実
・H30～R2国立大や他の林業大学校と連携し専門人材育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの強化を検
討し造林育林、伐木造材、測量測樹の共通テキストを作成
・R2～学生の進路に対応できるよう治山系等選択3科目､演習2科目､組替新規3科
目計8科目に加え分収造林地を活用して植栽から伐採まで体系的な実習カリキュ
ラムを充実
R3～　森林・木材に関する学びの幅を広げるため選択２科目追加
R4～　最新のGNSS測量器具による授業及びひょうご里山フェスタで神戸大学等
他大学と合同で企画や展示を実施。

重点
目標

達成
１６科目

概ね達成
２６事業体

エ
教育活動
の充実

・学科の教育目標、育成人材像は、学科
等に対応する業界のニーズに向けて方
向づけられているか

概ね達成

・今後の森林経営というところで、Jクレ
ジットや脱炭素、SDGｓ等が関連づけられ
ていくと思うので、必要な知識としてカリ
キュラムに加えていただきたい。

・特殊伐採やスマート林業等新たな課題に対応したカリ
キュラムの充実
・近隣大学等の教員情報や、先導的な事業体の取組を
学内で共有することで、外部講師人材情報を収集

・さらなる受講者の確保に向けて、受講しやすい環境や
周知方法や時期、要望を踏まえた企画が必要

・全体で延べ16科目43日の研修を行い、延657人が受講
・事業者高度化コースとして、受講者のニーズを踏まえ「広葉樹林整備」及び「意
欲と能力のある林業経営者スキルアップ研修」、「林業従事者のための川中・川下
講座」を廃止し、新たに「３次元計測システム活用研修」及び「木材活用スキルアッ
プ研修」を追加
・地域リーダー養成コースとして、受講者のニーズを踏まえ「自分の山の探し方」を
廃止し、「森を育むジビエ料理講座」を復活
・市町職員研修として、受講者のニーズを踏まえ「森を活かす行政能力向上セミ
ナー」の研修日を１日追加
・文書で周知するほか、HPやFacebookによる発信や様々な研修やイベントで周知

・研修科カリキュラムの充実
　１７科目

・ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ等の実践教育を２6事業体(学外１１、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ１５)で受け入れて
いただき、終了後、受入事業体等の参加を得て報告会を実施し、「どのような考え
方の学生が学んでいるのか知る機会となった」と参加事業体から評価を得た。

・研修終了時や年度末に学生・研修生に対してアンケートを実施するとともに、常
時、学生との会話を通じて意見を吸い上げ、有識者会議で意見交換する。
・授業評価アンケート結果は、可能なものからカリキュラムに反映するように配慮

・引き続き企業・団体等との連携を強化する・企業・団体等との連携強化
　２件

達成
２件

・R1～チェーンソーメーカーと連携協定を締結し世界伐木選手権の実習等安全教
育を充実。
・R1～隣接県と連携協定を締結し学生募集や教育を充実。
・R2～新たに国と市と連携協定を締結し講師派遣や実習地を充実。
・R2～企業版ふるさと納税で最新の測量機器や学生用パソコンの能力向上を図っ
た。
・R3～企業版ふるさと納税で先進的な測量用機材を導入し、測量学教育を充実。
・木材業協同組合と合同企業説明会の開催
・国の独立行政法人の授業を実施
・建築系博物館との連携
・R4～企業版ふるさと納税等で学生用パソコンの能力アップを図った。
・R4～姫路市との人材育成等にかかる連携協定の締結

・引き続き、学生の意向を早めに調査し、マッチングを図
る。

・R4～企業版ふるさと納税等で学生用パソコンの能力アップを図った。
・２年生教室照明のＬＥＤ化

・実習地の携帯電話の電波状況改善やIOT対応は引き
続き機会を見つけて要望等を実施
・提案のあった県道や国道の案内標識設置については、
道路管理者と引き続き協議

・ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ等実践教育受入事業体の
確保
　３０事業体

オ
教育環境
の充実

・実習地等の充実
　２件

達成
２件

・近畿中国森林管理局森林技術支援センター（岡山県）及び竹中大工道具館（神
戸市）での実習を新たに実施

・引き続き、市町有林や学校有林との連携を検討

実践的な職業教育の視点に立ったｶﾘｷｭ
ﾗﾑや教育方法の工夫などが実施されて
いる。

概ね達成 ・1年次は林業関係と木材関係、両方でｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ研修（６日間）を実施するととも
に2年次は各自就職先を踏まえた事業体で学外就業体験（6週間）を実施するなど
段階を踏まえた職業教育を行う。
・どうやって木を使うかという観点の川下の講義を増やす必要があるとの意見を踏
まえ、木材利用教育を科目として追加するとともに卒研等で木材関係の課題研究
を実施
・森林会計学等は15コマでマスターできないなどもう少し身近なものと感じられるよ
うに授業資料等を工夫
・安全教育や技術定着、補講等で、現場のリスクアセスメント、足場や退避場の確
認、指差呼称等の基本動作を徹底
・コロナ禍の中、伐木選手権の参加と審査員の育成は中止

・引き続き、学生の学習意欲や質の向上のため、学生の
反応を踏まえた教え方や教材研究、ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞなど
さらなる教育方法の工夫等
・選択科目の新設等による学生の興味に即したカリキュラ
ムの提供など進路に応じて選択できるよう、選択科目の
充実を検討
・コロナの状況を踏まえながら、今後も伐木選手権や審
査員の育成を検討

・現場技術の資格取得が第一であること
はもちろんだが、管理技術者向けの資格
がとれないかという声を複数聞いたことが
ある。例えば林業技士が取れないか検討
いただきたい。

・業界のニーズに対応するため、有識者会議での意見聴取等を実施 ・受講終了後のアンケートや卒業生就職先アンケート（就
職後半年以上経ってから）などを活用しながら世の中の
ニーズ把握の継続が必要

授業評価の実施・評価体制はあるか 概ね達成 ・今後も授業評価アンケート結果は、可能なものからカリ
キュラムに反映するように配慮する必要がある

・教育環境の機能強化
　２件

達成
２件


